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市
報
で

伝
わ
る
。

発行開始から1,367号
まで、昭和の下関の出
来事が記録された市報
（一部、平成元年を含む）。

市制100周年の節目に
誌名を変更。創刊号は
圧巻の52ページ。

「しものせき」の題字に
ローマ字を追加。

1市4町が合併し、新
たな下関市誕生に伴
い、リニューアル。

市
報「
し
も
の
せ
き
」の
役
割
と

そ
こ
に
込
め
た
思
い

歴
史
を
た
ど
る
と
、
下
関
市
で
市
報
が
最

初
に
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
16
年
7
月
11

日
。
そ
れ
以
降
84
年
も
の
間
、
市
報
は
こ
の

街
の
姿
を
つ
づ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
市
報

の
今
と
昔
…
印
刷
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
、
文
章

の
表
現
な
ど
は
違
い
ま
す
が
本
質
は
同
じ
で

す
。
市
報
は
今
も
、
市
政
の
動
向
や
各
種
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
正
確
に
伝
え
た
り
、

地
域
の
情
報
を
伝
え
、
市
民
の
地
域
へ
の
愛

着
や
参
加
意
識
を
高
め
た
り
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
重
要
な
こ

と
は
、
一
方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く「
伝

え
た
い
」と「
知
り
た
い
」を
つ
な
ぎ
、
伝
わ

る
工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。「
そ
う
だ
ね
・

助
か
る
わ
」と
理
解
さ
れ
、
共
感
が
得
ら
れ
、

好
感
を
持
た
れ
る
。
そ
の
結
果
、
市
民
と
行

政
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
を

願
い
、
私
た
ち
は
市
報
を
作
っ
て
い
ま
す
。

主
役
は
誰
だ

市
報
を
作
る
上
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
は
、
特
集
ペ
ー
ジ
と
地
域
情
報
ペ
ー
ジ
で

す
。
そ
れ
は
年
齢
や
性
別
、
価
値
観
等
が
異

な
る
私
た
ち
が
共
有
す
る「
下
関
」の
物
語
が

詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
読
者
の
中
に
は

お
気
付
き
の
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
報
に
は
毎
号
多
く
の
市
民
が
登
場
し
ま
す
。

そ
う
で
す
。
下
関
の
物
語
の
主
役
は
、
皆
さ

ん
な
の
で
す
。

今
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

の
姿
を
紹
介
し
た
市
報
が
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

事
の
主
役
も
や
は
り
、
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
魅
力
的
な
市
報
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

こ
れ
ま
で
、
市
報
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
お
便
り
な
ど
を
基
に
、
記
事
を
選
定
し
、

分
か
り
や
す
く
興
味
や
関
心
を
ひ
く
文
章
・

デ
ザ
イ
ン
を
心
掛
け
て
、
伝
わ
る
工
夫
を
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の

広
報
を「
ど
う
評
価
し
、
ど
こ
に
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
」は
統
計
で
把
握
す
る
こ
と
が
有

効
で
、
広
報
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

令
和
6
年
に
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査（
今
回
は
市
報
を
中
心
と
し
た

設
問
）を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
定
期
的

に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ

の
推
移
の
結
果
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
広

報
の
在
り
方
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

昭和16年7月11日
「下関」発行

平成元年4月1日
「潮風」発行

平成22年5月1日
「しものせき」発行

令和元年5月1日

平成17年2月15日
「かがやき」発行

平成10年4月1日
「みらい」発行

当時の出
来事や

社会情勢
が記録

されてい
て、タイム

スリップし
た気分。

全
国
に
は
1
7
2
4
の
市
町
村

が
あ
り
、
そ
の
自
治
体
の
数
だ
け

広
報
誌
が
あ
り
ま
す
。
所
変
わ
れ

ば
広
報
誌
も
変
わ
る
…
、
広
報
誌

と
は
そ
の
街
で
暮
ら
す
人
に
思
い

を
巡
ら
せ
、
作
ら
れ
た
地
域
専
門

誌
と
言
え
ま
す
。

広報に舞い戻った
熱血兄貴

広報の形を
模索する戦略家

下関を愛し
Uターンした男

突如仲間に
加わった救世主
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「特集」ページ 「行政情報」ページ 「地域情報」ページ

「市政の主要施策」「下関の課題」などをテー
マに、内容を堀り下げることで、市民一人
ひとりの意識や行動が変わるきっかけに
なることを目指し、作り上げています。私
たちが最も力を入れているページです。

各分野の行政サービスを幅広く情報発信
をしています。優先順位が高いものから
「ピックアップ」「情報ステーション」「情
報アラカルト」と分類。検索しやすいよ
うにインデックス等を付けています。

日本広報協会が主催する「令和7年全国広報コン
クール 広報紙市部 部門」に市報しものせき11
月号を応募。山口県の推薦作品に選
定された後、全国に寄せられた全65
作品の中から入選を果たしました。

▲6月6日、埼玉県北本市で
開催された表彰式

下関の人・団体などを紹介しています。
身近な人の活躍に親近感が湧き、下関へ
の「愛着・自信・誇り」が高まることを
期待しています。「市民が主役」というコ
ンセプトの代表的なページです。

満足度

対象者

回答方法

設問数

回収率

満足度 満足度

30代以上は
、男性より

女性の方が
閲覧時間が

長い傾向が
あるよ。

令和6年下関市の広報に関する
市民アンケート調査結果

S U R V E Y

読んで
いない

5分
未満

5～
10分

10～
20分

20～
30分

30分
以上

男20代以下（回答者21人） 61.9% 9.5% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%

女20代以下（回答者28人） 46.4% 39.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

男30代　　（回答者19人） 42.1% 31.6% 21.1% 0.0% 0.0% 5.3%

女30代　　（回答者19人） 26.3% 47.4% 15.8% 5.3% 0.0% 5.3%

男40代　　（回答者23人） 26.1% 30.4% 39.1% 0.0% 4.3% 0.0%

女40代　　（回答者38人） 5.3% 31.6% 52.6% 7.9% 2.6% 0.0%

男50代　　（回答者32人） 6.3% 34.4% 34.4% 18.8% 6.3% 0.0%

女50代　　（回答者38人） 5.3% 31.6% 34.2% 18.4% 10.5% 0.0%

男60代　　（回答者38人） 0.0% 23.7% 36.8% 34.2% 0.0% 5.3%

女60代　　（回答者37人） 5.4% 10.8% 35.1% 18.9% 27.0% 2.7%

男70代以上（回答者51人） 2.0% 11.8% 31.4% 27.5% 17.6% 9.8%

女70代以上（回答者58人） 1.7% 5.2% 37.9% 31.0% 12.1% 12.1%

市報の閲覧時間

※小数点第2位を四捨五入のため、各項目の比率を合計した値が100%にならない場合あります。
※回答が判断できない場合は「無回答」とするため、有効回答数は設問により異なります。

※各項目の中で比較的大きい値に網掛けし、データの特徴を視覚的に明らかにしています。

18～79歳の下関市民2,000人
往復はがきとWebフォーム
11問（回答属性2問、自由意見欄1問）
20.7%（414人）

75.175.1%% 73.173.1%% 79.779.7%%

貴重なご意見
ありがとう

ございました♡

年代が上がると閲覧時間が
長くなる傾向があります。
そもそも若者に向けた
情報が多くなかったり、

若者の活字離れがあったり…
要因を分析しないとな。

「読んでいない」の
回答割合は20代以下が

最も高いぞ。
この層にどう届けるかが

課題だ。

令和7年全国
広報コンクールに

入選しました

29年ぶり!!
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表紙
特集
ピックアッ

プ

情報ステー
ション

情報アラカ
ルト

市民コーナ
ー

まちの話題

次世代ヒー
ロー

仕事図鑑

しもまちキ
ラリ

日曜・祝日
当番医

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・Aさん

・・・・・・・・・
・・・・・・・Aさ

ん

・・・・・・・Bさ
ん

・・・・Bさん

・・・・・・・Bさ
ん

・・・・・・・・
Bさん

・・・・・・・・・
・・Cさん

・・・・・・Cさん

・・・・・・・・・
・・・・Cさん

・・・・・・・Cさ
ん

・・・・Bさん

役割分担

締
め
切
り
、

　
ヤ
バ
い
！

ち
ゃ
ん
と

伝
え
な
き
ゃ
…

ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ば
な
い
…

取
材

広
報
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
会
議

関
係
部
署
と
打
ち
合
わ
せ

現
場
に
出
向
い
て
、
下
関
で
活
躍
す
る
人
、
最
新
の
出
来
事

を
取
材
。
興
奮
と
緊
張
の
時
間
で
す
。

関
係
部
署
と
何
度
も
話
し
合

い
、
記
事
の
方
向
性
な
ど
を

具
体
化
し
ま
す
。

市
報
発
行
の
約
1
～
2
カ
月
前

に
開
催
し
ま
す
。

関
係
部
署
か
ら
掲
載
依
頼

情
報
収
集

記
事
の
選
定

レ
イ
ア
ウ
ト
案
の
作
成

会
議
の
前
に
…

市報しものせきは、下関市広報
戦略課の職員で作っています!

製
作
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
原
稿
入
力
、

編
集
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
作
業
を
し
ま
す
。

簡潔な言葉遣いに

誰に

見てほし
い？

こんな
切り口はどうでしょう？

私たち
は

何をす
れば

いいで
すか？

取材に
同行

しますよ
。

一緒に
頑張り

ましょう
！

伝えたい
ことは何？

共感して
もらえる
切り口は？ どのようなデザインにする？

まだ何も
決まっていないです。

市
報
し
も
の
せ
き
が
出
来
る
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
、普
段
何
気
な
く
目
に
す
る「
市
報
し
も
の
せ
き
」の
こ
と
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
、

そ
し
て
違
っ
た
目
線
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
制
作
側
の
物
語
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

1133

44
22ポジティブ

ネガティブ
印刷会社に原稿データを

送付します。

笑
顔
の
言
葉

「
し
も
の
せ
き
～
」

※
母
音「
イ
」の
発
声
の

瞬
間
を
撮
影
し
ま
す
。

インタビュー
も撮影も

インタビュー
も撮影も

職員がします
。

職員がします
。

ニコッ!

カ
タ
カ
タ
カ
タ
…

きっかけは

何だったん

ですか？
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バス・タクシーどこでもおでかけクーポン券500円割引分
本誌に挟み込んでいます
※各世帯配布分のみ

お見逃しなく!

火の山再生プロジェクト、始動！
眺望×戦跡×遊び

HINOYAMA HERITAGE PARK

TAXI

SHIMONOSEKI BUS

Jun.2025
No.74

六

　校

バス・タクシーどこでもおでかけクーポン券500円割引分
本誌に挟み込んでいます
※各世帯配布分のみ

お見逃しなく!

火の山再生プロジェクト、始動！
眺望×戦跡×遊び

HINOYAMA HERITAGE PARK

TAXI

SHIMONOSEKI BUS

Jun.2025
No.74

六

　校

出
来
た
よ
〜

校
正

最
終
確
認

印
刷納

品

文
章
の
誤
字
脱
字
、
文
法
の
間
違

い
、
表
記
の
統
一
な
ど
を
入
念
に

確
認
し
、
修
正
し
ま
す
。

イ
ン
キ
濃
度
を
数
値
化
し
、
正
確
に

色
彩
を
表
現
し
ま
す
。

印
刷
物
の
色
の
仕
上
が

り
、
Q
R
コ
ー
ド
の
公
開

日
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
。
市

役
所
内
の
掲
示
板
で
関

係
部
署
が
確
認
し
ま
す
。

堅苦しい官庁用語は使わない

簡潔な言葉遣いに【例えば…】
所定の手続き→決められた手続き
当該→その 【例えば…】

記者会見を行い→記者会見し
検討することにしている→検討する

間違い
ないよね？

ドキドキッ…

完成！

QRコード

市報しものせきは紙？デジタル？

店舗情報の掲載

スマホの操作が苦手です。QRコー
ドの削除を検討してください。

毎月、市内にあるお薦めの飲食
店を連載してください。特に若
い世代は興味あると思いますよ。

市報をデジタル化し、紙を
廃止することでコスト削減
をお願いします。

記事の関連情報をスマホでチェッ
クできるから便利です。

高齢になり、市報を紙で見
るありがたみを感じます。

市民の皆さんからの声

QRコードは、紙面にURL等を掲載することに比べて、
掲載面積の節約ができます。
「必要最低限の核心情報を紙面に掲載する」という市報
の編集方針は従来通りのまま、より詳しく知りたい方
のためにQRコードを活用することで、利便性の向上
を図っています。

行政として公平性を維持する必要があり、明らかに特
定の事業者に利益をもたらす内容は掲載できません。
一方、市民の皆さんの嗜好的情報の需要があることも
承知しています。市の関連事業で、公共性が認められ
るものに限り検討します。

市民アンケートの結果から、市政情報の入手方法につ
いて、年代・性別ごとに活用する媒体に特徴が見られ
ました。効果的に情報伝達するには、各属性を意識し
た戦略的な広報をすることが重要だと考えています。
現時点で、特に高齢世代の紙媒体へのニーズがあるこ
とから、市報（紙）を廃止する予定はありません。今後、
より良い広報の在り方を考える中で、紙媒体へのニー
ズの変化を注視し、最適な情報発信を目指します。

必需品!!

55

66

7788

よく
ある!

36時間後、印刷会社
からゲラ（試し刷り）を
受け取ります。

〜表記方法〜
分かりやすく、読みやす
い文章を心掛け、情報が
読者に正確に伝わるよう
に工夫しています。

5	 市報しものせき　令和７年　７月号

毎
月
、皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
22
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


